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「北海道グローバル戦略」見直しと施策推進の基本的な考え方
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· 国際情勢が刻一刻と変化する中、その時々に直面する様々なグローバルリスクへの迅速かつ柔軟な対応が必要。
· 現状認識を整理したうえで、機動的に対応できる仕組みづくりなど、次の３つの方向性に沿って「北海道グローバル戦略」の見直し等を行う。

《３つの方向性》
１　迅速な情報共有に向けた仕組みづくり
２　国際情勢の変化への機動的な対応
３　施策推進管理の徹底

（内容）
１　迅速な情報共有に向けた仕組みづくり
（1） 関係団体等との情報共有の仕組みづくり
国際情勢の大きな変化に迅速に対応するため、有識者や
関係団体等との迅速な情報共有の仕組みを構築
（2） 庁内連携体制の強化
庁内会議等を見直し、全庁的な連携体制を強化

２　国際情勢の変化への機動的な対応
（1） リスク対応力の強化
リスク対応に関する知見やスキルの向上を図る施策を実施
（2） グローバルリスクに対応した施策の推進
本道産業の国際競争力の強化や力強い農林水産業づくりを推進するため、食料の安全保障や燃料の高騰対策など、機動的に国際情勢の変化に対応した施策の実施

３　施策推進管理の徹底
各分野の事業を効果的かつ効率的に推進するため、施策のPDCAなど、毎年度施策の見直し（ローリング）を行う仕組みづくり
